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宮武貴久恵さん
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８月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

幼少期の作品 ベルリンの壁に絵を描く宮武さん
（1990年当時）

生が亡くなってしまいました。途方に暮れていた
ところ、抽象画の先生からの「既成概念にとらわ
れず、自由に描きなさい」という言葉に感銘を受
け、抽象画の絵の道に進むことになりました。

絵がつないでくれた縁で、プロジェクト参加へ
在学中に、自分の作品を購入してくれた人がい

て、そこから人づてに評判が広がり、ドイツのフ
ランクフルトで個展を開くことになりました。そ
れがきっかけで、ベルリンの壁に描くプロジェク
トに参加しないかと声を掛けられました。絵が人
との縁をつないでくれたと思っています。
1.3kmの壁を、１人10m程度の間隔で分け、絵

を描くというプロジェクトの規模の大きさに、日本
とは違う文化の厚みを感じたことを覚えています。
当時、壁は崩壊していたものの、街の雰囲気や

人々の暮らしは分断中と変わっていませんでした。
毎朝検問を通り抜け、食事もままならない中、一
人で灰色の壁に向き合い描き続ける過酷な日々で
した。でも、この閉ざされた世界で28年間も苦
しみ続けた人たちのことを思うと、「描き切らな
ければ」と強い使命感が芽生えました。また、自
分が描きたいものを描くだけでなく、ベルリンの
街に溶け込み、歴史に残すということを意識して
制作に取り組みました。

「誰かのために」が原動力に
昨年９月には、ベルリンの壁崩壊35周年の式

典に出席し、記念館に新作を贈ったほか、スピー
チの機会もいただきました。
プロジェクトを通して、これまで何度もベルリ

ンを訪れ、さまざまな人たちと出会い、沢山の仲
間たちと一緒に歴史を歩み、素晴らしい時間を過
ごしてきました。
そんな仲間が立て続けに二人亡くなってしまっ

たことがスピーチを引き受けた理由の一つです。
「壁画を描いた仲間の中には、亡くなった仲間も
いるが、分かち合った魂はこの壁に息づき、未来
へ受け継がれていく」という思いを語りました。
さまざまな人たちの支えがあり、このような大

きな舞台に立つことができたと思っています。プ
ロジェクトに参加した時も「自分のためではなく、
誰かのために」という思いが原動力になり、自分
のキャパシティーを超える力を出すことができた
のだと思っています。

幼少期から絵の才能を発揮
４歳の時に、母の勧めで絵を習い始めました。

７歳の時に、当時住んでいた北海道で開催された
大人も参加する美術コンクールに応募したところ、
最年少で入選を果たし、メディアでも取り上げら
れました。

学びたいという強い思いで単身ニューヨークへ
絵で食べていくことは大変だと思い、芸術系の

大学には進学しませんでしたが、四日市で開催さ
れていた「東

あずま

典
のり

男
お

」の個展を訪れた時に、東さん
の「ニューヨークは次元が違う」という言葉を受
け、どうしてもニューヨークで絵の勉強がしたく
なり、24歳で単身渡米しました。
美術学校では、朝から晩まで絵の勉強をし、さ

まざまなことを吸収しました。当時は印象派の絵
を描いていましたが、師事したいと思っていた先

式典で新作を贈る宮武さん

市内在住の画家・宮武貴久恵（本名　佐野貴
久恵）さんは、ベルリンの壁崩壊直後の1990
年に行われた、東ベルリンに残された壁の一部
に世界中のアーティストが壁画を描くプロジェ
クトに、日本人で唯一参加しました。

→
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人権のひろば
毎月

22日は「
人権を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

令和６年９月から進めていました霞ケ浦第
１野球場の改修工事が無事完了し、７月１日
リニューアルオープンしました。
主な改修内容は、内野・外野の全面人工芝
化や、本部施設棟の整備、夜間照明のLED化、
スコアボードの改修、そして、エレベーター
やスロープの設置などです。
リニューアルオープンに先立って行われる
予定だった、プロ野球ファーム・リーグ公式
戦は、あいにくの空模様により中止となって
しまいましたが、７月には、第108回全国高

等学校野球選手権三重大会が行われました。
１回戦から決勝戦まで、球児たちの熱戦が繰
り広げられ、私は、７月４日に行われた第１
試合の開始前に、始球式を務め、新しくなっ
たマウンドに立つ機会に恵まれました。
競技環境がより充実し、バリアフリーにも

配慮した施設にリニューアルした霞ケ浦第１
野球場を、市民の皆
さんもぜひご利用く
ださい。

問 多文化共生推進室（ TEL  354-8114　 FAX  354-8316）

本市には、多くの外国人市民が暮らしてお
り、市民のおよそ22人に１人が外国人市民
です。
市では、令和７年10月に、日本人市民と
外国人市民それぞれ1,500人を対象に、多文
化共生に関するアンケートを行いました。そ
の結果、外国人市民の約９割が日本人との交
流を増やしたいと考えているものの、半数以
上の人が、交流を進める上での課題として「言
葉の違いによる不安」を感じていることが分
かりました。
一方、約８割の外国人市民が、ある程度の
日常会話なら理解できることも分かりました。

例えば、「粗大ごみ→机やイスなど大きいゴ
ミ」、「避難→安全な場所に逃げる」、「両親→
お父さんとお母さん」など、誰にでも分かり
やすい表現にした「やさしい日本語」に言い
換えることで、外国人市民にとっても、理解
しやすくなります。
そこで、「やさしい日本語」を使って、近

隣の外国人市民とのコミュニケーションを図
り、交流をしてみませんか。ちょっとした心
遣いがお互いに助け合える関係づくり、多文
化共生社会の実現に向けた一歩へとつながり
ます。

 外国人市民との交流 
〜「やさしい 日本語」を使ってみましょう〜 

 霞ケ浦第１野球場が 
 リニューアルオープンしました 

三重県
「やさしい日本語
ガイドライン」

新しくなったマウンドで全力投球

四日市市
「令和７年度多文化共生に
関する市民意識調査報告書」
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